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J 11からの養分の補給がなく、プランクトンが繁殖しないこと等によりアテネ付近の海には魚がいなく

なった結果だという O 古代からの人間による自然破壊を実感した。

アテネの町の代名詞であるパルテノン神殿は町のあらゆる場所からアクロポリスの丘のよに見る

ができた。アクロポリスは北にあるリカピトス山と同じように石灰岩の小山である O オリーブの木々
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